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はじめに
・Chain of Thought＋多数決(Self-Consistency: SC)で回答を安定化
・Few-shotプロンプトで回答精度を向上
・埋め込みによる類題推定では表面上を見るだけで
回答の参考になる問題が推定できたか分からない
☆単元ラベルによる類似問題推定手法を提案

チューニング手法
・Cotデータ学習
・複数回答を生成して多数決
・Few-shotプロンプト

〇単元ラベル（計72個）
平成30年告示学習指導要領数学編

↓

単元ラベル：科目_大分類_中分類_小分類

〇例

問：𝑦 = 𝑥2 + 2𝑥 + 3の最大値を求めよ

（数学Ⅰ_二次関数_値の変化_最大・最小）

解：𝑥2 + 2𝑥 + 3 = 𝑥 + 1 2 + 2

（数学Ⅰ_数と式_式_因数分解）

𝑦 = 𝑥 + 1 2 + 2のグラフより最小値は2

（数学Ⅰ_二次関数_そのグラフ_そのグラフ）

評価問題数：100問
チューニンデータ、データセット：
Numinamath-CoT/synthetic_mathの日本語訳19431問
データベース：Wikibooks

類似評価指標：Jaccard係数
LLM：v4-8b-instruct4

埋め込みモデル：Multilingual-e5-large

Few-shot+Chain of Thought+Self-Consistency

𝒙 + 𝟐 = 𝒙を解け

両辺を2乗して
𝑥 + 2 = 𝑥2より𝑥2 − 𝑥 − 2 = 0

𝑥 − 2 𝑥 + 1 = 0
よって、𝑥 = 2,−1
𝑥 ≥ 0より𝑥 = 2

𝒙 + 𝟐 = 𝒙𝟐を解け

式を整理して
𝑥2 − 𝑥 − 2 = 0
𝑥 − 2 𝑥 + 1 = 0

これより𝑥 = 2,−1
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